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論文内容の要旨
本論文は，マルチレイヤセルシステムにおけるチャネル割当制御方式に関する研究成果をまとめたもので，以下の
6 章より構成されている o
第 l 章は，序論であり，本研究の背景となる研究分野に関する現状と問題点を述べ，本研究の意義について明らか
にしている。
第 2 章では，本研究の現状における位置付けを明確にするために，セルラ方式の原理について述べ，固定チャネル
害IJ当方式と， ダイナミックチャネル割当方式の特徴を比較することで，ダイナミックな周波数資源の有効利用技術の
重要性を明確化している。
第 3 章では，マイクロセルラ方式の重要性について述べるとともに，問題点について述べ， これに対して提案され
ているマルチレイヤセルラ方式について説明している o まず，マルチレイヤセルシステムに関する問題点，および望
ましい制御形態について述べるとともに，本論文で提案する割当帯域の異なるマルチレイヤセルシステムの概念， ダ
イナミックなリソース分割制御の重要性について説明し，本研究における提案方式の意義を明確にしている D
第 4 章では，様々なトラヒック状況の変化に対して柔軟なシステムの確立を目的として，状況に応、じて 2 種類のセ
ルに割り当てられる周波数帯域の比を適応的に変化させることで，望ましいリソース分割を実現する，集中的なチャ
ネル割当制御方式を提案しているo まず，本提案方式のシステム構成を述べ，割当チャネルの制御アルゴリズムにつ
いて説明するとともに，計算機シミュレーションにより， トラヒック状況をパラメータとしたシステムの呼損率およ
び、強制切断率について検討し，提案方式によりシステムのトラヒックに対する柔軟性が大きく改善されることを明ら
かにしている O さらに，時間的にトラヒックが変動した状況について検討を行い， トラヒックの時間的変動に対する
提案方式の有効性を明らかにしている o
第 5 章では， システムの制御負荷を分散させること，さらに地理的に不均一なトラヒックに対する柔軟性を実現す
ることを目的として，第 4 章で提案したチャネル害IJ当制御方式を拡張した自律分散的な制御を提案している。まず，
制御アルゴリズムの変更について述べ，マイクロセルにおける送信電力制御を提案し，次いで不均一なトラヒック状
況を前提として，グレースフルデグラデーション技術の導入について検討している。さらに，計算機シミュレーショ
ンを用いて，本提案方式の特'性について検討するとともに，均一トラヒック状況下において，提案アルゴリズムが有
効に働くこと，ならびに不均一トラヒ y ク状況下においては，提案方式が集中的な制御方式に比べてより柔軟に対処
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できることを示している。
第 6 章は結論であり，本研究で得られた結果の総括を行っている o
論文審査の結果の要旨
与えられた周波数資源の有効利用法は，無線通信における最重要の課題である。本論文は，セルラ方式の無線通信
システムを対象として， ダイナミックな周波数資源の有効利用技術について行った研究の成果をまとめたものであり，
主に以下のような研究成果を得ている O
(1) 今後予想されるダイナミックな通信トラヒックの変動に十分対処するには，ダイナミックチャネル割当方式の
ような， トラヒックに応じて適応的に周波数資源を割り当てるダイナミックな周波数利用技術が必要であるこ
とを指摘している o
(2) マクロセル，マイクロセルの混在する割当帯域の異る，マルチレイヤセルシステムにおけるダイナミックな周
波数帯域分割利用法を提案している。
(3) マルチレイヤセルを構成する 2 種類のセルに割り当てられる周波数帯域の比を適応的に変化させるチャネル割
当法に関するアルゴリズムを確立するとともに，本提案方式による改善効果を明らかにしている。
(4) 自立分散的なチャネル割当制御方式について考究し，集中割当制御方式に比べて地理的に不均一なトラヒック
状況に対しより柔軟に対処できることを明らかにしている。
以上のように，本論文は無線通信システムにおける周波数資源の有効利用法に関する多くの優れた知見を得ており，
通信工学の発展に寄与するところが大きし、よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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